
白山の自然を考える会 ４月運営会議報告 

２００６年４月１４日（金）１９：４５～ 

参加者：高橋、垣本、塚本、杉浦、深田、加藤、荒木、松江、木村、米山、栗山  以上１１名 
欠席連絡：村上、竹中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

           
          
          
 
 

 
 
 
    
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

１ 行事報告 

   

２ 行事予定 

   ４／２３（日） 雑木林 春の詩ＰＡＲＴ１７（高橋） 

       集合場所：道の駅しらやまさん    集合時間：８時３０分 

       参加者：高橋、垣本、村上（３人）、林・・・ 

       広 報：中日新聞に掲載予定 

   

５／１４（日） 松尾山 自然観察会（生物部会） 

集合場所：道の駅しらやまさん    集合時間：７時３０分 

       参加者：高橋、垣本、松江、栗山、塚本・・・ 

       広 報：中日新聞及び北国新聞に掲載予定 

３ 総会の反省（加藤） 

   参加者数  ４０名（当日入会２名）。  端数くらぶの方に挨拶してもらってよかった。 

   展示はよかったので、来年も続けたい。  会場もよかったので、今後も使いたい。 

   参加者は、年々増えている。  受付は３名必要。   

第２部の質疑の時間が少なかった。   

４ アースデイについて（栗山） 

   ４／２２（土） １１：００～１７：００  中央公園にて 

   当日は、中央公園に９時半に集合する。 

   参加者：栗山、高橋、垣本・・・ 

   当会のブースにて、白山トンネルについて考えるゲームを行う。 

５ チブリ登山道維持管理作業 県との反省会報告（米山） 

   当会４名  県側２名 

   稜線部の笹刈りが充分でなく歩行しにくいとの苦情があった。 

   国立公園の維持、管理は、今後徐々に県から環境省に移る。 

   新歩道については、４月下旬にでも国交省と話し合うことにする。 

６ 会報Ｎo.７０について（深田） 

   原稿の依頼など。  締め切り：４／１７（月） 

   ５月１２日の運営会議の前に、発送作業を行う。 

７ 白山登山について（加藤） 

   ８／５（土）・６（日）  

   ケビンが既に満杯だったため、南龍のテント２張りを予約することにする。 

８ 環白山保護利用管理協会シンポジウムの報告（木村） 

   当会から個人の立場で何名か参加した。 

会は、まだ充分に組織化されておらず、何をやりたいのかも不明である。 

   当会としては、管理協会の様子を見守りながら、今後会として参加するかどうかを考え

ていきたい。管理協会が観光ばかりに走らず、自然保護と観光とが調和したかたちで進

んでいくように意見を言うべきではないか。 

９ その他 

・今年度の各行事のあり方について 

   各行事の内容の充実が図られることが望ましい。また、会員名簿の有効な活用法も探

っていきたい。 

・ブナ林再生プロジェクトについて 

   釈迦新道沿いの現地に看板を設置することで企画を進めていきたい。 

・今年は、国立公園の境界見直しの年にあたるが、会としても現地調査を踏まえ、意見を述

べていきたい。 

・次 回  ５月１２日（金） １９：３０～ 第２金曜日です。かいぎのまえに、会報の発送作業を

行います。 

 


